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当院看護師長を含む日本赤十字社医療救援チームをパキスタンに派遣

10月8日午前8時50分、パキスタン北部を震源とするマグニチュード7.6の地震が発生、パキスタンと隣接するインド、ア
フガニスタンにも被害が及んでいます。今までに判明しただけで、犠牲者は約8万6,000人、被災者は400万人、家屋を失っ
た人315万人以上とスマトラ沖地震の被災者100万人を大きく上回っており、過去100年で同国が遭遇した最も強い地震と
いわれています。
首都イスラマバードでも多くの建物が倒壊、崩壊した建物の下敷きとなって、日本人を含む多くの犠牲者が出ました。カ

シミール地方や北部辺境州では道路が寸断された地域も多く、山岳部のため救援物資の搬送も滞っており、各国からは、救
援チーム派遣に加え、ヘリコプター、トラックなどの輸送手段の提供が行われ、救援活動も本格化しています。
当院では、日本赤十字社医療救援チームの一員として、看護師長1名を10月24日から8週間、被災地パキスタンへ派遣い

たしました。

あるチカールで医療救援活動を開始しました。チカールは、
国境紛争地域のカシミール地方に位置することから、赤十
字国際委員会（ICRC）と
の連携のもとに活動を展開
することになります。
チカールの標高は1,800

ｍを超えており、厳しい冬
を迎え、深い積雪で救援活
動が難航することが予想さ
れます。
◆10月24日
北西辺境州アボダバードの病院で連盟国際チームのメン

バーとして現地の外科医療を支援するため、日赤医療チー
ム第3陣として当院看護師長を含む医師、看護師10名が日
本を出発しました。
◆10月27日
第3陣の医師、看護師10名はアボダバードの連盟病院で

診療活動を開始しました。
◆10月29日
日赤のＥＲＵチームは、チカールから他のＮＧＯが撤退

したチナリに活動拠点を移し、ERU機材を展開して医療救
護活動を開始しました。
◆11月4日
日赤のＥＲＵ交代要員、連盟病院、ＩＣＲＣ病院の支援

要員として日赤の医療チーム第4陣、13名がパキスタンに
向け出発しました。
◆11月7日
交代要員がチナリに到着。医療救護活動を開始しました。

地震発生からの活動状況
◆10月9日
医師及び看護師3名からなる医療チーム第一陣が成田を

出発。インドネシアから合流した管理要員1名とともに、
医療セットを携え、パキスタン赤新月社の救援活動の支援
を開始。
◆10月12日
医療チーム第1陣の2名は、国際赤十字調査チームの一員

としてヘリコプターでカシミール地方の山岳部の巡回を開
始。
負傷者の治療および倒壊して混乱している医療インフラ

を支えるために、日本赤十字社から11名からなる医療チー
ム第2陣を派遣。チームは、成田と福岡からそれぞれ出発。
バンコクで合流後、イスラマバードへ。イスラマバード到
着後は、国際赤十字と調整の上、カシミール地方で診療活
動を実施。
被災地での診療活動のため、日本からは仮設診療所タイ

プのＥＲＵを空輸。
カシミール地方には、ノルウェーとフィンランド赤十字

社が共同で、入院・手術が可能な病院タイプのＥＲＵを展
開、各国の赤十字社も診療所や給水タイプのＥＲＵの展開
を進めており、日本から派遣したＥＲＵチームもこうした
動きと連携して被災者の診療にあたっています。
◆10月15日
医療チーム第2陣の先遣隊2名がカシミール地方ムザファ

ラバードに入り仮設診療所の設置準備に入りました。
◆10月17日
日本のＥＲＵチームは、ムザファラバードの南東43㎞に

＊ＥＲＵ（Emergency Response Unit：緊急対応ユニット）とは？
自然災害などの緊急救援に迅速に対応できるよう、赤十字で開発された緊急対応ユニットで、活動に必要なテント、器材

等があらかじめ梱包されており、スタッフとともに被災地に送られ、現地で展開すれば直ちに活動できるような体制がとら
れています。

診療所タイプのＥＲＵは、テント、医薬品、医療資器材、医薬品
などがセットになったもので、4か月で約12,000人の治療が可能な
設備を有しています。この他に、テントや手術器材、入院施設など
がセットになった病院タイプ、浄水設備や給水車がセットになった
給水タイプなどがあります。
＊写真はｄ－ERU（国内版）



（１）目的
急速に高齢者人口が増加していく状況において、寝たき

りや閉じこもりを予防し、生き生きとした高齢期を住み慣
れた地域で過ごすことが何より望ましいことです。
そのため、脳卒中などの疾患等によりリハビリテーショ

ンが必要になった在宅の高齢者や障害者の様々な状況に応
じた地域リハビリテーションが、適切かつ円滑に提供され
る体制の整備を図ります。

例としては、以下のとおりです。
・ごく最近に難病であると診断されたため、今後の病状の
進行についての不安、在宅療養に対する不安。

・現在の治療についての疑問。
・病状が進行したため、身体障害の状態になったが、就労
が可能かどうか。

（３）具体的な介護の仕方
相談内容は多岐に渡っております。すべてに明確な回答

ができる訳ではございませんが、疑問点や不安が解消され
ますよう、他機関と連携をとりながら支援をおこなってお
ります。

（１）事業内容について
①医療相談
家族の方などからのご相談に応じ、助言や指導を行いま
す。必要な場合は医療機関の紹介もいたします。

②診断・治療専門医の診察・検査により医学的鑑別診断や
治療方針の選定を行います。可能な治療は開始し、必要
に応じて専門施設の紹介もいたします。

③救急対応
緊急を要する患者様についてもご相談に応じます。なお、
緊急の患者様については、当院精神科への入院を含めて
対応いたします。

④保険医療・福祉関係者への技術援助
老人性痴呆（認知）疾患についての紹介や研修等に協力
いたします。

（２）ご利用方法
①電話相談の場合
専用電話（0476-23-5335）をご利用ください。平日の
午前8時30分から午後4時30分まで医療福祉相談室にて
ご相談を賜ります。相談料は無料です。
当センターに関するご質問、ご相談に応じております。

②ご来院の場合
まず、お電話でご相談ください。ご都合に合わせて日時
を決めさせていただきます。診療については、健康保険
給付の対象になりますので被保険者証や老人保健証など
をご持参ください。

③緊急（救急対応）の場合
なるべくお電話にて事前にご連絡ください。救急室にて
専門医が診察いたします。

当院は、千葉県における地域リハビリテーション支援整備推進事業の委託先医療機関として平成16年9月21日に標記支援
センターの指定を受け､地域におけるリハビリテーション支援活動をおこなっております｡

当院は、千葉県における地域難病相談支援整備推進事業の委託先医療機関として平成17年3月30日に標記支援センターの

指定を受け､地域における難病支援活動を行っています｡

千葉県地域リハビリテーション支援センター

印旛山武地域難病相談･支援センター

「老人性痴呆（認知）疾患センター事業実施要綱」（平成３年１２月９日健医発第1407号厚生省保険医療局長通知）に基
づいて、平成5年3月1日から県知事の指定を受けて開設しました。地域での保険医療・福祉サービスの向上を目的として、
老人性痴呆（認知）疾患の患者様等に関し、以下のような事業をおこなっております。

老人性痴呆（認知）疾患センター

（１）相談支援センターの特徴
当院は印旛山武地域における総合病院であり、内科、神

経内科、整形外科など、特定疾患に該当するほとんどの難
病の診断および治療を行うことが可能です。
また、生活面でのご相談につきましても、ソーシャルワ

ーカー、看護師がお話をお伺いいたします。
但し、ご相談の全てに回答ができないことがありますが。

その際には、適切な他の相談機関をご紹介いたします。

（２）相談事例
患者様ご本人、ご家族様ともご相談をお受けしており、

（２）地域リハビリテーション支援センターの特徴
地域リハビリテーション支援センターとは、高度リハビ

リテーションの実施、地域リハビリテーション実施機関の
支援、リハビリテーション資源の共同利用、地域のリハビ
リテーション施設等における従事者への援助・研修、地域
レベルの関係団体（患者・家族の会、ボランティアグルー
プなど）への支援などの役割を担います｡
当地域リハビリテーション支援センターでは､各関係機

関とのネットワークを構築し､地域のすべての方が同じサ
ービスを受けられることを目標としています。



成田赤十字病院　外来担当医表
診療受付時間　８：30～11：00（自動再来受付機による再診受付は７：00から）但し形成外科は12：30から

基本理念・基本方針
【基本理念】
・医療の質の向上、安全な医療の提供に努めます
・患者様の権利、医療人としての倫理を守ります
・患者様中心の「こころあたたかい医療」の実践に努めます
・職員の幸福と笑顔で働ける職場を目指します
【基本方針】
・地域の皆様から信頼される病院を目指します
・救急医療の充実、より高度な医療の提供に努めます
・地域の医療機関とのより一層の連携（病診連携、病病連携）
に努めます

患者様の権利
私たちは、患者さまの権利を尊重し、最善の医療の提供に

努めます。
１．あなたの尊厳を守ります。
２．適切な医療を受ける権利を尊重します。
３．診療についての十分な情報、説明を受ける権利を尊重し
ます。

４．自分自身の治療について自分で決定する権利を尊重しま
す。

５．あなたのプライバシーが守られます。

患者様に守っていただきたいこと
１．適切な診療を受けるために、今まで受けた医療の内容や
健康状態をスタッフに正確にお知らせください。

２．診療の内容について十分に説明を受けてください。

３．あなたご自身及び患者様の診療を円滑に行うために、病
院の規則等を守るようにお願いします。

４．医療費の支払いは、速やかにお願いします。


